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千葉県立成田国際高等学校ＰＴＡ会則 
 

   第 1 章 総  則 

（名称及び事務局） 

第１条 本会は，千葉県立成田国際高等学校ＰＴＡと称し，事務局を千葉県立成田国際高等学校内

に置く。  

（目  的） 

第２条 本会は，学校教育の本旨に沿い，家庭と学校が一体となって本校教育の充実と振興に努め

るとともに，会員相互の親睦を図り，教養を深めることを目的とする。 

 （事  業） 

第３条 本会は，前条の目的を達成するため，次の事業を行う。 

 （１）学校と家庭との連絡を密にし，生徒の健全育成を助成する。 

 （２）学校の教育環境の整備充実を助成する。 

 （３）生徒の教育活動を助成する。 

 （４）生徒・職員の福利，厚生を助成する。 

 （５）会員相互の研修と親睦を図る。 

 （６）国際理解教育の推進を助成する。 

 （７）その他本会の目的を達成するために必要な事項。 

   第 ２ 章 会  員 

 （会  員） 

第４条 本会の会員は次のとおりとする。 

 （１）正 会 員 生徒の保護者と学校職員 

 （２）特別会員 特に本会の趣旨に賛同し，理事会の承認を得た者 

   第 ３ 章 役  員 

 （役員及び任期） 

第５条 本会に次の役員を置き，任期は１年とする。但し，再任は妨げない。なお，補欠役員の任

期は，前任者の残任期間とする。 

 （１）会 長 １ 名    （２）副会長 若干名 

 （３）理 事 若干名    （４）監 事 若干名 

 （５）会 計 若干名    （６）書 記 若干名 

 （役員の任務） 

第６条 会長は本会を代表し，会務を統括する。 

２ 副会長は会長を補佐し，会長に事故あるときは，その職務を代行する。 

３ 理事は，理事会を構成し，会務を審議し執行する。 

４ 監事は，会計を監査し，その結果を総会に報告する。 

５ 会計は，会計事務を担当し，総会において決算を報告する。 

６ 書記は，会議の議事を記録する。 

 （役員選出） 

第７条 会長・副会長及び監事は，会員の中から理事会で候補者を推薦し，総会で承認を得る。た

だし，副会長のうち１名は校長とし，会長が委嘱する。 

２ 理事は，各地区・各学年の実情を考慮し，会長が委嘱する。ただし，学校職員は校長の推薦に

より会長が委嘱するものとする。 

３ 会計及び書記は，理事の中から会長が委嘱する。 

４ 会長及び監事以外の役員の兼務は，妨げない。 

 （顧  問） 

第８条 本会は顧問を置くことができる。 

２ 顧問は会長が委嘱し，理事会の承認を得る。ただし，歴代会長は顧問とする。 

３ 顧問は，会長の諮問に応えるものとする。 
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   第 ４ 条 会  議 

 （会  議） 

第９条 本会の会議は，次のとおりとする。 

 （１）総   会    （２）理 事 会（学年理事会含む） 

 （３）役 員 会    （４）委 員 会 

２ 会議は会長が招集し，総会・理事会及び役員会の議長の職務は会長が行う。 

 （総  会） 

第 10 条 総会は，年１回開催する。ただし，会長が必要と認めたときは，臨時に開催することが

できる。 

２ 総会は，会員の過半数（委任状を含む。）の出席をもって成立し，出席者の過半数をもって決

定する。ただし，可否同数のときは，議長が決定する。 

３ 総会の審議事項は，次のとおりとする。 

 （１）事業報告及び決算の承認 

 （２）事業計画並びに予算の決定 

 （３）役員の承認 

 （４）会則の改廃 

 （５）その他必要と認めた事項 

 （理 事 会） 

第 11 条 理事会は，会長・副会長及び理事をもって構成する。 

２ 理事会は，出席者の過半数をもって決定する。なお，可否同数のときは，議長が決定する。 

３ 理事会において次の事項を審議する。 

 （１）総会に付議する事項 

 （２）細則等の制定及び改廃 

 （３）その他必要な事項 

 （役 員 会） 

第 12 条 役員会は，会長・副会長・書記・会計・監事及び学年委員長・委員会の委員長並びに学

校理事で構成する。 

２ 役員会は必要に応じて開催し，本会の企画運営にあたり，次の事項を審議する。 

 （１）事業の計画 

 （２）予算及び決算に関する事項 

 （３）会則に関する事項 

 （４）理事会に付議する事項 

 （５）その他必要な事項 

 （学年理事会） 

第 13 条 学年理事会は，当該学年に関する事項を審議する。 

２ 学年理事会の運営については，別に定める。なお，各学年の理事の中から，学年委員長を互選

するものとする。 

 （委 員 会） 

第 14 条 第３条の事業を推進するため，本会内に必要な委員会を設けることができる。 

２ 委員会の運営については，別に定める。 

   第 ５ 章 会  計 

 （経  費） 

第 15 条 本会の経費は，会費及びその他の収入をもって充てる。 

第 16 条 本会の入会金及び会費は保護者全員が，生徒１名ごとに別に定める額を納入するものと

する。 

 （特別会計） 

第 17 条 特別な事業を実施する場合は，経理の明確化を図るため，特別会計を設けることができ

る。 
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２ 特別会計に伴う経費は，その必要が生じた場合，総会の議決を経て徴収する。 

（費目流用） 

第 18 条 監事は費目の流用を認めることができる。 

 （会計年度） 

第 19 条 本会の会計は毎年４月１日に始まり，翌年３月３１日に終わる。 

   第 ６ 章 雑  則 

第 20 条 この会則に定めるもののほかこの会則の施行に関し必要な事項は，理事会に諮り会長が

定める。 

２ 本会の事務を処理するために必要な職員は会長が委嘱する。 

 

   附  則 

１ 本会則は，昭和５０年４月１５日から実施する。 

２ 本会則は，昭和５４年６月２日から実施し，昭和５４年４月 1日から適用する。 

３ 本会則は，昭和６３年５月２１日から実施し，昭和６３年４月１日から適用する。 

４ 本会則は，平成元年６月１日から実施し，平成元年４月１日から適用する。 

５ 本会則は，平成２年６月９日から実施し，平成２年４月１日から適用する。 

６ 平成４年４月１日から校名変更のため，本会の名称を千葉県立成田国際高等学校ＰＴＡと改

称する。（平成４年６月１３日） 

７ 本会則は，平成１３年５月２３日から実施し，平成１３年４月１日から適用する。 
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千葉県立成田国際高等学校ＰＴＡ会計細則 
 

 （目  的） 

第１条 この細則は，会則第 16 条の規定に基づき，本会の会費等について，必要な事項を定める

ことを目的とする。 

 （会  費） 

第２条 一般会計の会費は，生徒一人当たり年額８，４００円とする。 

２ 特別会計の空調設備運営費は，生徒一人当たり年額１０，８００円とする。 

 （入 会 金） 

第３条 一般会計の入会金は，生徒の入学に際し，生徒一人当たり１，０００円とする。 

 

   附  則 

 １ この細則は，昭和６０年５月２５日に施行し，昭和６０年４月１日より適用する。 

 ２ この細則は，平成１３年５月２３日に施行し，平成１４年４月１日から適用する。 

 ３ この細則は，平成１９年５月２４日に施行し，平成１９年４月１日から適用する。 

 ４ この細則は，平成２２年４月１日から適用する。 

 ５ この細則は，平成２８年５月２８日に施行し，平成２８年４月１日から適用する。 

 ６ この細則は、令和元年９月３０日に施行し、平成３１年４月１日から適用する。 

 ７ この細則は、令和元年９月３０日に施行し、令和２年４月１日から適用する。 

 ８ この細則は、令和３年６月４日に施行し、令和３年４月１日から適用する。 

 

千葉県立成田国際高等学校ＰＴＡ積立金に関する規程 
 

 （設  置） 

第１条 千葉県立成田国際高等学校ＰＴＡ（以下「ＰＴＡ」という。）は，千葉県立成田国際高等

学校創立記念事業等（以下「記念事業等」という。）に要する経費に充てるため，千葉県立成田

国際高等学校ＰＴＡ積立金（以下「積立金」という。）を設置する。 

 （積 立 金） 

第２条 毎年度積立金として積み立てる額は，当該年度のＰＴＡ会計の収支予算書で定める額（積

立金の運用から生ずる収益を含む。）とする。 

 （資金管理） 

第３条 積立金に属する現金は，金融機関への預金により管理しなければならない。 

 （処  分） 

第４条 積立金は，次の各号に掲げる場合に限り，これを処分することができる。 

 （１）記念事業等に要する経費に充てるとき 

 （２）特別教育活動における，大規模大会等への生徒派遣に要する経費に充てるとき。 

 （３）その他，必要やむを得ない理由により生じた経費に充てるため，ＰＴＡ理事会の承認を得

て処分するとき。 

 （決  算） 

第５条 積立金の決算は，ＰＴＡ会計決算の例を準用する。 

 （補  則） 

第６条 この規程に定めるもののほか，積立金に関し必要な事項は，ＰＴＡ理事会において議決す

る。 

 

   附  則 

 １ この規程は，平成１３年５月８日から施行し，平成１３年度予算から適用する。 
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千葉県立成田国際高等学校ＰＴＡ慶弔等に関する規程 
 

  この規程は，千葉県立成田国際高等学校ＰＴＡ会則第 20 条の規定により，会員・生徒並びに

学校職員の慶弔等に関し，必要な事項を定めることを目的とする。 

 

 （慶・弔事及び見舞） 

第１条 慶・弔事及び見舞は，次の各号により行う。 

 （１）会員・生徒及び職員が死亡した場合は，花輪と１万円を贈り弔意を表する。 

 （２）職員の配偶者及び実父母（同居の義父母を含む。）が死亡した場合は，花輪を贈り弔意を

表する。 

 （３）会員・生徒及び職員が著しい災難にあった場合は，協議のうえ，見舞金を贈る。 

２ 前項各号以外の事情で特に必要とする場合は，役員会で協議のうえ，決定することができる。

ただし，直近の理事会の承認を得るものとする。 

３ 職員の同居２親等・別居１親等の弔事で出席できない場合は，弔電をおくることができる。 

 （表  彰） 

第２条 会員の表彰は，次の各号のとおりとする。 

 （１）本会の会長・副会長・監事並びに委員長を経験し退任する会員 

 （２）本会発展に著しく貢献した会員 

 （３）その他特に表彰を必要とする会員 

２ 表彰の方法は，感謝状及び記念品を贈る。 

 （会  計） 

第３条 これに必要な経費は，ＰＴＡ会計をもって充てる。 

 （返  礼） 

第４条 この規程により，金品の贈呈を受けた者は，文書又は口頭による挨拶のほか，同種のもの

による返礼は行わない。 

 

 

   附  則 

 １ この内規は，昭和５２年６月２４日から施行する。 

 ２ この規程は，平成１３年５月８日から一部改正する。 

 ３ この規程は，平成２７年５月３０日から一部改正する。 
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千葉県立成田国際高等学校ＰＴＡ庶務規程 
 

   第 １ 章 総  則 

 （目  的） 

第１条 この規程は，会則第 20 条の規定に基づき，本会の会計・庶務・その他運営の事務処理に

関し必要な事項を定めるものとする。 

   第 ２ 章 会  計 

 （納入方法） 

第２条 本会の会費等の納入方法は，会長の発行する納入通知書により口座振替をもって納入す

る。ただし，入会金は入会時のみとする。 

２ 口座振替は，毎月２５日とする。「２５日が休日の場合は，当該金融機関（県立学校授業料口

座振替取扱金融機関をいう。以下同じ。）の翌営業日」 

 （予算編成） 

第３条 会長は，事業計画に基づき予算案を作成し，理事会の審議を経て，総会に提出する。 

 （納入手続） 

第４条 会費等及びその他の収入があったときは，収入決議書により処理する。 

２ 会費等の納入があったときは，領収書を納入者に発行する。ただし，口座振替納入者の場合は，

金融機関の印字によりこれに替えるものとする。 

３ 納入された会費等の金額は，歳入予算整理簿により所要事項を記入のうえ整理する。 

 （支出手続） 

第５条 経費の支出は，支出負担行為及び支出決議書により処理する。 

２ 経費の支出は，正当な債権者の請求書の提出により行う。 

３ 前２項の規定により支払いを完了したときは，歳出予算整理簿に所要事項を記入し，債権者の

領収書を徴して整理しなければならない。 

４ 予算成立前における当該年度の支出について，必要最小限度の範囲内において仮支出を妨げな

い。 

 （予算の暫定的執行） 

第６条 会長は必要に応じて，一会計年度の始期から総会開催までの期間に係る次に掲げる収入，

又は支出について，暫定的に執行することができる。 

 （１）総会開催前に，入会金等を収入しようとするとき。 

 （２）義務的，経常的経費を支出しようとするとき。 

２ 前項の規定に基づく収入，又は支出は，当該会計年度の予算が成立したときは，これを当該会

計年度の予算に基づく収入，又は支出とみなす。 

 （現金の保管等） 

第７条 収納現金等の保管は，ＰＴＡ会長名義による普通預金とする。ただし，つり銭等必要最小

限において現金を保管することができる。 

２ 現金の保管状況を明確にするために，現金出納簿を備え，日々の現金出納状況を記帳しなけれ

ばならない。 

 （予算の流用） 

第８条 歳出予算は，本来の目的に反するような流用を行ってはならない。ただし，会長は，予算

の執行上必要がある場合に限り，予算の定めるところにより，これを流用することができる。 

２ 予算を流用しようとするときは，予算流用（充用）決議書により処理しなければならない。 

 （予備費の充用） 

第９条 予備費充用の必要が生じたときは，その理由，金額及び精算の基礎を明らかにし，予算流

用（充用）決議書により処理しなければならない。ただし，予備費は，総会の否決した費途に充

てることができない。 

 （決算報告） 

第 10 条 会計は，会計年度終了後速やかに決算報告書を調整のうえ，会長に提出しなければなら
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ない。 

 （証拠書類） 

第 11 条 会計に係る証拠書類は編冊のうえ，５年間保存する。 

   第 ３ 章 庶  務 

第 12 条 本会の庶務は，次のとおりとする。 

 （１）文書の収受，発送，供覧及び整理保存 

 （２）事業計画の立案 

 （３）会則及び諸規程の改廃等の立案 

 （４）総会，理事会等の会議の記録・整理 

 （５）関係諸機関等に対する連絡・調整 

 （６）公印の保管 

 （７）その他会の運営に必要な事項 

 （公  印） 

第 13 条 本会の公印は，次のとおりとする。 

  千葉県立成田国際高等学校ＰＴＡ会長印（２１mm 平方） 

 （専  決） 

第 14 条 会長は，会務の処理に当たって，その一部を副会長である校長に専決させることができ

る。 

２ 副会長である校長の専決できる事務は，次のとおりとする。 

 （１）会議の議案・規程等重要なものを除く，起案文書の決裁に関すること。 

 （２）所属事務について必要と認める場合の職員の旅行依頼に関すること。 

 （３）異例に属するものを除く，予算の範囲内における支出事務に関すること。 

 （４）収入事務に関すること 

 （５）第６条の予算の暫定的執行に関すること。 

 （６）前各号に掲げるもののほか，定例又は簡易な事項。 

 

   附  則 

 １ 本規程は，平成１３年５月８日に施行し，平成１３年４月１日から適用する。 

 ２ 使用料及び手数料条例の一部改正に伴ない，平成１５年４月１日から本規程の一部を改正す

る。 

 ３ この規定は，平成２２年４月１日から適用する。 

 ４ この規定は，平成２７年５月３０日から一部改正する。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



― 8 ― 
 

千葉県立成田国際高等学校ＰＴＡ委員会規程 
 

 （目  的） 

第１条 千葉県立成田国際高等学校ＰＴＡ（以下「本会」という。）会則第 14 条の規定により，本

会に設置する委員会に関し必要事項を定める。 

 （委 員 会） 

第２条 本会に次の委員会を設ける。 

 （１）研修委員会      （２）広報委員会       

（３）生活指導委員会     （４）国際教育委員会 

２ 前項の委員会の事業は，総会及び理事会等で委任された事項のほか，主に次の事業を担当する。 

 （１）研修委員会は，会員の研修に関すること。 

 （２）広報委員会は，広報誌の発行に関すること。 

 （３）生活指導委員会は，生徒の校内外の指導に関すること。 

 （４）国際教育委員会は，留学生等の国際交流に関すること。 

 （委  員） 

第３条 各委員会の委員は，理事及び校長の推薦する学校職員をもって構成し，会長が委嘱する。

また，会長の推薦する会員を委員とすることができる。 

 （委 員 長） 

第４条 各委員会の委員長は，所属委員の互選とする。 

２ 委員長は，委員会を統括し，総会及び理事会から委任された事業を推進する。 

３ 委員長は，必要に応じて会を招集し，その結果を会長に報告する。 

 （任  期） 

第５条 各委員会の任期は１年とする。但し欠員補充の場合は前任者の残任期間とする。委員は，

他の委員会の委員を兼ねることを妨げない。 

 

   附  則 

 １ この規程は，昭和５３年６月１０日から施行する。 

２ この規程は，昭和６２年５月２６日から施行する。 

 ３ この規程は，昭和６３年５月２１日から施行する。 

 ４ この規程は，平成元年６月１日から施行する。 

 ５ この規程は，平成３年５月１８日に施行し，平成３年４月１日から適用する。 

 ６ この規程は，平成１３年５月８日に施行し，平成１３年４月１日から適用する。 

 


